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1. 平成29年3月期第2四半期の連結業績（平成28年4月1日～平成28年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四
半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第2四半期 44,779 △0.0 6,046 11.0 3,945 △24.5 2,766 △20.7
28年3月期第2四半期 44,781 2.9 5,448 △4.2 5,225 △22.7 3,489 △21.1

（注）包括利益 29年3月期第2四半期 689百万円 （△80.8％） 28年3月期第2四半期 3,587百万円 （△8.4％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

29年3月期第2四半期 204.86 ―
28年3月期第2四半期 255.21 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期第2四半期 108,807 89,249 82.0 6,614.53
28年3月期 110,737 89,630 80.9 6,633.31
（参考）自己資本 29年3月期第2四半期 89,249百万円 28年3月期 89,630百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― 0.00 ― 65.00 65.00
29年3月期 ― 0.00
29年3月期（予想） ― 65.00 65.00

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 100,000 8.0 13,000 8.9 13,300 22.9 9,040 26.6 669.34



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示（会計方針の変更）」を
ご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく

四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続きは終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記業績予想に関する事項は、２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結
業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期2Q 15,673,885 株 28年3月期 15,673,885 株
② 期末自己株式数 29年3月期2Q 2,180,964 株 28年3月期 2,161,715 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期2Q 13,505,794 株 28年3月期2Q 13,671,557 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、日銀の継続した金融緩和においても、また円高による輸出低

迷等々、個人消費も盛り上がりに欠け、国内景気の低成長が続いています。

 建築塗料業界におきましては、公共投資、耐震改修促進法による公共・民間建物の改修需要の拡大、首都圏を中

心とした大規模再開発が予想されておりますが、一方、建築現場の労務者不足による工事の遅れ、需給バランスの

崩れ、建築費・人件費の高騰等、厳しい市場環境が続いております。

 このような状況下、当社グループは、引き続き、新築市場だけでなく膨大な住宅ストックを抱えるリニューアル

市場において、当社の技術革新による製品、超耐久・超低汚染塗料、環境問題に対応した省エネタイプの遮熱塗料

等の各種機能性塗料、新型省力化建材、オリジナルの高意匠性塗材や耐火被覆・断熱材等の拡販に努めてまいりま

した。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の業績といたしましては、売上高は447億79百万円（前年同四半期比0.0％

減）となりました。利益面におきましては、営業利益が60億46百万円（同11.0％増）、経常利益は為替変動の影響

等により、39億45百万円（同24.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、27億66百万円（同20.7％減）と

なりました。

 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

①建築仕上塗材事業

 建築仕上塗材事業におきましては、新築需要が減少いたしましたが、主にリニューアル市場において超耐久性塗

料や超低汚染機能で差別化された省エネタイプの遮熱塗料等の販売を行い、売上高は410億17百万円（同0.8％減）

と前四半期連結累計期間に比べて３億22百万円の減収となりました。セグメント利益は66億83百万円（同5.8％

増）と前四半期連結累計期間に比べて３億66百万円の増益となりました。

②耐火断熱材事業

 耐火断熱材事業におきましては、大都市再開発地域における受注の拡大により、売上高は27億70百万円（同

20.3％増）と前四半期連結累計期間に比べて４億68百万円の増収となりました。セグメント利益は３億25百万円

（同54.9％増）と前四半期連結累計期間に比べて１億15百万円の増益となりました。

③その他の事業

 その他の事業におきましては、売上高は９億91百万円（同12.9％減）と前四半期連結累計期間に比べて１億47百

万円の減収となりました。セグメント利益は１億59百万円（同52.9％増）と前四半期連結累計期間に比べて54百万

円の増益となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産） 

 当第２四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べて19億29百万円減少し、1,088億７百万円（前

連結会計年度末比1.7％減）となりました。 

 減少した主なものは、受取手形及び売掛金13億５百万円（同6.1％減）、原材料及び貯蔵品３億37百万円（同

8.0％減）であります。 

（負債） 

 当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて15億48百万円減少し、195億58百万円（前連

結会計年度末比7.3％減）となりました。 

 減少した主なものは、支払手形及び買掛金３億87百万円（同6.5％減）、賞与引当金３億41百万円（同22.8％

減）、未払金３億12百万円（同5.7％減）であります。 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて３億81百万円減少し、892億49百万円（前

連結会計年度末比0.4％減）となりました。 

 減少した主なものは、為替換算調整勘定20億91百万円、増加した主なものは、四半期純利益を含む利益剰余金18

億88百万円（同2.1％増）であります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 現時点におきましては、計画通り推移しており、平成28年５月10日に公表しました平成29年３月期の連結業績予

想通期に変更はありません。

- 2 -

エスケー化研㈱（4628）平成29年３月期　第２四半期決算短信



２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微であります。

 

（２）追加情報 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 61,681 61,696 

受取手形及び売掛金 21,252 19,946 

商品及び製品 2,207 2,174 

仕掛品 980 1,025 

未成工事支出金 122 227 

原材料及び貯蔵品 4,236 3,899 

繰延税金資産 722 521 

その他 441 503 

貸倒引当金 △17 △46 

流動資産合計 91,627 89,948 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 4,821 4,596 

機械装置及び運搬具（純額） 940 780 

土地 8,376 8,305 

建設仮勘定 46 64 

その他（純額） 97 83 

有形固定資産合計 14,281 13,830 

無形固定資産 1,140 998 

投資その他の資産    

投資有価証券 11 11 

繰延税金資産 263 259 

退職給付に係る資産 489 519 

その他 3,079 3,378 

貸倒引当金 △156 △138 

投資その他の資産合計 3,687 4,030 

固定資産合計 19,109 18,859 

資産合計 110,737 108,807 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,933 5,546 

短期借入金 3,030 3,030 

未払金 5,494 5,182 

未払法人税等 1,350 1,106 

賞与引当金 1,500 1,158 

役員賞与引当金 87 43 

製品保証引当金 40 40 

その他 1,372 1,112 

流動負債合計 18,809 17,220 

固定負債    

繰延税金負債 37 33 

役員退職慰労引当金 1,079 1,094 

退職給付に係る負債 74 76 

その他 1,105 1,133 

固定負債合計 2,296 2,337 

負債合計 21,106 19,558 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,662 2,662 

資本剰余金 3,137 3,137 

利益剰余金 91,241 93,130 

自己株式 △9,205 △9,398 

株主資本合計 87,835 89,531 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 0 △0 

為替換算調整勘定 1,886 △204 

退職給付に係る調整累計額 △91 △77 

その他の包括利益累計額合計 1,795 △281 

純資産合計 89,630 89,249 

負債純資産合計 110,737 108,807 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 44,781 44,779 

売上原価 31,072 30,563 

売上総利益 13,708 14,216 

販売費及び一般管理費 8,259 8,169 

営業利益 5,448 6,046 

営業外収益    

受取利息 154 128 

受取配当金 0 0 

仕入割引 38 35 

雑収入 29 52 

営業外収益合計 222 216 

営業外費用    

支払利息 10 13 

売上割引 0 0 

為替差損 430 2,302 

雑損失 4 1 

営業外費用合計 446 2,317 

経常利益 5,225 3,945 

税金等調整前四半期純利益 5,225 3,945 

法人税、住民税及び事業税 1,584 979 

法人税等調整額 151 199 

法人税等合計 1,735 1,178 

四半期純利益 3,489 2,766 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,489 2,766 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 3,489 2,766 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △0 △0 

為替換算調整勘定 95 △2,091 

退職給付に係る調整額 2 14 

その他の包括利益合計 98 △2,076 

四半期包括利益 3,587 689 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,587 689 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 5,225 3,945 

減価償却費 297 275 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15 31 

賞与引当金の増減額（△は減少） △253 △337 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △42 △43 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 10 2 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 14 14 

製品保証引当金の増減額（△は減少） △2 0 

受取利息及び受取配当金 △154 △128 

支払利息 10 13 

為替差損益（△は益） 720 2,134 

固定資産除売却損益（△は益） 0 0 

売上債権の増減額（△は増加） △179 758 

たな卸資産の増減額（△は増加） △93 △184 

仕入債務の増減額（△は減少） 504 △43 

その他 △832 △645 

小計 5,210 5,792 

利息及び配当金の受取額 102 117 

利息の支払額 △11 △12 

法人税等の支払額 △1,775 △1,288 

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,526 4,609 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △25,362 △27,878 

定期預金の払戻による収入 15,645 21,624 

固定資産の取得による支出 △348 △195 

固定資産の売却による収入 0 0 

投資その他の資産の増減額（△は増加） △80 △195 

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,145 △6,645 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 1,030 2,030 

短期借入金の返済による支出 △30 △2,030 

自己株式の取得による支出 △1,244 △192 

配当金の支払額 △889 △877 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,133 △1,069 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △83 △843 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,835 △3,949 

現金及び現金同等物の期首残高 30,461 37,417 

現金及び現金同等物の四半期末残高 22,625 33,467 

 

- 8 -

エスケー化研㈱（4628）平成29年３月期　第２四半期決算短信



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。
 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成28年６月２日開催の取締役会決議に基づき、自己株式3,000株、平成28年８月25日開催の取締役会決

議に基づき、自己株式15,000株及び当第２四半期連結累計期間において単元未満株式1,249株の取得を行いました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が１億92百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末におい

て自己株式が93億98百万円となっております。
 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

建築仕上 
塗材 

耐火 
断熱材 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 41,339 2,302 43,642 1,139 44,781 － 44,781 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

0 － 0 0 0 △0 － 

計 41,339 2,302 43,642 1,139 44,781 △0 44,781 

セグメント利益 6,316 209 6,526 104 6,630 △1,182 5,448 

   （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種化成品、洗浄剤等

の事業を含んでおります。

   ２．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,182百万円、セグメ

ント間取引消去０百万円であります。

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

建築仕上 
塗材 

耐火 
断熱材 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 41,017 2,770 43,788 991 44,779 － 44,779 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

0 － 0 1 1 △1 － 

計 41,018 2,770 43,788 992 44,781 △1 44,779 

セグメント利益 6,683 325 7,008 159 7,167 △1,120 6,046 

   （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種化成品、洗浄剤等

の事業を含んでおります。

   ２．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,121百万円、セグメ

ント間取引消去０百万円であります。

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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